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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
・「課題研究」や学校設定科目の「起業実践」を通し，問題解決
型学習，作品制作，商品開発，プレゼン，地域や大学との連携活
動など，実社会で役立つと考える能力を積極的に育成する。

A A A

・学校行事，部活動など特別活動の充実と向上を図り，生徒が集
団の一員として主体的に学校生活に参画できるように工夫する。
・日頃より、学校への帰属意識を高め、生徒主体の活動になるよ
うに支援する。

A A A

・２年情報コースのソフトウェア活用で少人数授業及び習熟度別
授業を実施する。また、２年会計コースの会計，原価計算におい
てチームティーチングを実施する。
・ＩＣＴ機器の活用や協働的な学習を取り入れるなど，各教科で
授業形態の工夫をはかり，双方向の活気ある授業を展開する。

A A

・日頃から，資格取得が進路希望実現や進路選択の幅を広げるも
のであることを生徒に理解させる。
・生徒の資格取得実現のために，学校をあげて支援する体制を整
える。簿記検定週間・英語検定週間を設定し，特別時間割で実施
する。また土曜日・長期休業・放課後を活用して補習を行う。

A A

・各教科で宿題・課題等を工夫し，家庭学習や朝学習の習慣の確
立につとめる。また，宿題や課題を授業で有効活用し，知識の定
着を図り，発展的な学習にも繋げる。
・定期試験前の勉強時間の確保と，成績不振者を対象とした勉強
会を実施する。

A A

・各科目ごとに具体的な目標を設定し，その達成に向け取り組ま
せる。生徒一人一人に定期的（学期毎）に目標に向けての進捗度
を評価させ，達成度・満足度を確認する。

A A

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

・生徒会役員が生徒会活動の主体となるよう，企画立案，行事の
実施に積極的に関わらせる。
・大きな生徒会行事に関しては，実行委員を中心に行事の運営に
あたらせるなど，全生徒が行事に関わる体制を作る。

A A

・生徒が自発的な取り組みで校則改正など
を進めていくことは今後につながる活動に
なるので非常により取組である。

・各部がそれぞれの目標を達成できるように，月ごとに活動計画
をたてる。また生徒会，学校と各部顧問とが連携し，施設面など
での環境整備を行う。

A A
・学校の活性化においてはスポーツという
要素も大切である。今と同じく今後も継続
してもらいたい。

・ホームルームや教育相談だより等を通して，月２回のスクール
カウンセラーの来校日時を全生徒に通知し，誰もが気軽に相談で
きる体制を構築する。

A A

・年度当初作成した，全職員を５班に分けたローテーションによ
り，週１回の登校時指導を実施する。

A A

・年度当初，学級担任を中心として，自転車の安全走行のための
安全点検を実施する。
・通学時，複数回の街頭交通指導を実施する。

A A
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学校はいじめの防止や早期
発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

・普段から個々の生徒の様子を観察することにより未然防止を図
る。
・学期ごとのアンケート調査により，早期の実態把握を行う。

A A

・交通事故に巻き込まれないため，ゆとりをもって登校するよ
う，生徒に呼びかける。またＰＴＡ総会や学年保護者会で家庭の
協力も呼びかける。

A A

・学年団と連携し，月別欠席調査を実施する。
・教育相談係やＳＣによる早期教育相談を実施する。
・長期欠席者に対し週１回以上の家庭連絡を行う。
・家庭と連絡を密にし，情報の共有を図る。

A A

7 計画的な指導を行っていま
すか。

・「進路の手引き」により進路に関する基本的な内容を理解でき
るようにするとともに、その充実を図る。「進路たより」を複数
回発行し，最新情報の提供や進路学習の取り組みの状況など，適
時的な進路情報の発信を行う。

A A

・教育実習生による大学説明会を行う。
・進学先による校内進路ガイダンスを行う。
・人事担当者による企業説明会を行う。

A A

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

・７月中旬に三者面談を実施する。
・適時，進路についての二者面談を行う。
・進路指導部担当職員が進学希望生徒に対し個別面談を実施し，
進学先について適切なアドバイスを行う。

A A

・各学年の保護者会において進路講演会を実施する。３年生につ
いてはＰＴＡ総会終了後に進路ガイダンスを実施し，欠席者が多
い場合は第２回「進路説明会」も実施する。

A A

・保護者会開催にあたり，その意義を十分案内で周知徹底させ，
保護者全員の参加を呼びかける。

A A

・ＰＴＡ総会の日程に合わせて，授業公開を行う。
・学校からの一斉メールを活用して，緊急情報や行事案内,保護者
への連絡等を配信する。
・学校ウェブサイト上で様々な情報を発信する。

B B

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

・一人一台端末を活用した授業を展開し，協同学習の充実をはか
る。
・進路指導において一人一台端末を活用し，データの共有ならび
に生徒・保護者との連絡、情報共有の充実をはかる。
・職員の100%が一人一台端末利用方法をマスターし，授業やク
ラスの担当者間で温度差が生まれないようにする。

A A A

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

・職員打ち合わせにグループウェアを利用し，スムーズかつ連絡
漏れの防止に努める。
・資料や配布物のデータ化に努め，ペーパーレス化の運用体制を
つくる。
・担当分掌，学級以外にも業務の進捗状況の共有を図る。

A A A

(22)ＩＣＴを活用したアンケートに生徒・保護者の
80％以上が満足している。

(8)部活動が充実していると評価している生徒が，
80％以上である。

(9)教育相談が利用しやすいと感じている生徒が，
60％以上である。

(10)登校時指導を毎月，組織的に行っている。

(11)交通事故の発生件数が前年度比の80％以下であ
る。

(15)学校から提供される進路情報が役立っていると評
価する生徒が，80％以上である。

(21)ＩＣＴを活用した指導に,生徒の80％以上が満足
している。

(12)いじめの発生防止に努め、いじめの解消率が
100％である。

・今後生成ＡＩの活用などが進んでいく
と考えられる。使い方を含め、生徒・職
員が効果的に活用できる体制を作ってほ
しい。

・進路先の情報等をクラウドで管理し、連絡もSNSを活用したことで、生徒・保護
者と連絡を密にした進路指導の一助とすることができた。
・授業や行事、課程連絡用ツールとしてのclassroomの利用が生徒，教職員ともに
定着している。今後も継続して推進したい。
・ICTリテラシーの向上に向け日々の研修や、職員間の連携が密に行われた。今後も
ミスのないような運営をしていきたい。
・ICTとSNSを活用した運用を充実させ、会議資料の情報共有とペーパレース化の
推進に努めた。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

・「課題研究」や「起業実践」については，多様化した生徒の希望に応じ，
来年度も多くの講座を設定し探究的な活動となるよう推進した。
・学校により意欲的に通うことができるよう，生徒の意見を反映させながら
学校運営をしていきたい。
・生徒の主体性を高め、学校行事に積極的に参加し帰属意識を高める活動を
推進できた。
・コース別の選択科目の充実を図り、多様な生徒のニーズに応える授業を提供し
た。
・生徒の選択ミスが起こらないように選択科目の説明会などの充実を図っていきた
い。

・資格取得においては生徒自身にとってどのようなメリットがあるかを説明し、生
徒の自発的な行動を促すように努めた。結果、全商検定のみならず、実用英語技能
検定などに積極的に挑戦する生徒も増加した。

・各教科・科目における長期・中期・短期の学習の目的を明確にし，生徒が段階的
に学習できる目安を提示し、それぞれの段階で自主的な学習が可能となるような意
識改革を促すとともに，工夫された学習課題を通じ「確かな学力」を身に付けられ
るようにする。
・個々が目指す検定等への費やした時間とその成果などを数値的に表すことができ
る指標を検討する。

・生徒発信で校則等の改正や行事の運営など教員が裏方に回り、生徒の自発的な取
組を促した。

・部活動改革に対応しながら，日々の練習内容や部活理念を明確にする。また女子
の部活動のさらなる振興を図る。
・今後は学校全体で部活動の振興を図り、より生徒が主体的に取り組むことができ
る環境づくりに努めていく。

・生活アンケートの定期的な実施，不安を抱えている生徒に対してのケアやサポー
トなど教育相談と学年，担任が連携して取り組んだ。
・月１回の登校時指導に加え，下校時指導，昼休みの校内巡回を継続した。
・自転車ヘルメット着用の推奨や定期的な巡回など交通安全に関する啓発活動を実
施した。ヘルメット着用も増加傾向にあるので今後も継続していきたい。
・いじめ対策委員会を中心とした職員の観察により，未然防止に努めた。
・学期毎のいじめアンケート調査による実態把握を行い、早期解消に務めた。
・いじめ発生時には全職員の共通理解のもと,いじめの解消を図った。
・本人の自己都合による遅刻、欠席が増加傾向にあった。学校への帰属意識を高
め、生徒が主体的に学校生活を送ることができる環境づくりを担任・学年・生徒指
導部が一体となって取り組んでいきたい。

・ホームページでの積極的な発信を行った。
・充実したPTAの活動や保護者会の実施に向け、より参加しやすい体制を構築して
いきたい。
・学校見学会の内容を精選し、より生徒のニーズにあった企画を立案していく。

・家庭での生徒が情報を伝えることは、
難しい面もあると思う。しかし、発信を
していくことはとても大切である。

（進路報告会を参観し）主体的な取り組
みをしていたと感じている。
生徒自身がよく考え行動した成果を感じ
ることができた。

学校関係者評価

・生徒の多様なニーズに応じた取り組み
を進めてほしい。

・「今すぐ面接試験に行ける服装態度」を常に心がけさせ，校訓「至誠一貫」の実
践を一人ひとりが考え具現化できるよう，生徒の育成を図った。
・HRに担任が日々の生徒観察を徹底し、細かい変化にも迅速に対応できる体制づく
りを構築していく。

・商業高校特有の進路選択について学年で共有し、生徒に発信できるような体制を
構築した。
・親子で進路のことについて話し合いが持てるよう進路希望調査を年に複数回実施
した。また，最新の進路情報を提供することにより，より多くの保護者が関心を持
てるように取り組んだ。
・今後も高校３年間の進路ガイダンスや進路行事が上級学校を卒業してからも役立
つような内容の進路行事とする。
・各家庭に情報がより伝わるための方策を次年度に向けて考案していく。

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

9Ⅴ

3
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Ⅳ 生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

(5)決められた宿題や提出物を毎回提出できている生徒
が80％以上である。

(4)本校の資格取得指導の実施に，生徒の80％以上が
満足している。

(19)ＰＴＡ総会，学年保護者会等に積極的に参加して
いる保護者が，70％以上である。

(6)学習に対する達成感・満足感を持っている生徒が，
80％以上である。

(7)生徒会活動が充実していると評価している生徒が，
80％以上である。

(13)１日平均遅刻者数が，５人以下である。

(17)生徒の将来の志望について理解している保護者
が，80％以上である。

(14)中途転退学者が，在籍生徒数の0.5%以下であ
る。

生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

(16)進路関係の行事が役立っていると評価する生徒
が，80％以上である。

(18)学校の進路指導について理解している保護者が，
80％以上である。

(20)学校の様子がよく分かると答えている保護者が
70％以上である。

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策

(3)生徒の実態を踏まえた学習指導に，生徒の80％以
上が満足している。

羅　　　　　針　　　　　盤

1
(1)体験的学習による授業に生徒の80％以上が満足し
ている。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

特色ある教育活動を行って
いますか。

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

(2)自分の学校が好きだと感じている生徒の割合は，
80％以上である。


